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再
構
築
へ
の
あ
ゆ
み
12

　事務長
岡村和夫

「
病
院
だ
よ
り
」
第
１
１
０
号
よ
り
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
再
構
築
計
画
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
第
12
回
目
は
、
平
成
26
年
12
月
以
降
の
進
捗
状
況
及
び
現
状
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

■
篠
ノ
井
総
合
病
院
再
構
築
計
画
は

「
新
病
院
整
備
計
画
第
Ⅰ
期
工
事
」

と
し
て
、
平
成
25
年
２
月
に
着
工
し
、

平
成
29
年
10
月
竣
工
予
定
ま
で
の
４

年
８
か
月
に
及
ぶ
長
い
時
間
を
か
け

て
、
新
棟
の
建
築
及
び
既
存
棟
の
解

体
、
外
構
等
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　
本
年
４
月
で
着
工
か
ら
２
年
２
か

月
が
経
過
し
、
全
体
の
半
分
弱
の
時

間
が
経
過
し
ま
し
た
。
３
月
２
日

（
月
）
に
は
メ
イ
ン
の
工
事
で
あ
る

本
館
棟
が
完
成
し
引
取
り
式
を
行
い

ま
し
た
。
３
月
17
日
（
火
）
に
は
竣

工
祭
を
行
い
、
３
月
21
日
（
土
・
春

分
の
日
）
に
は
内
覧
会
を
開
催
。
そ

し
て
５
月
の
連
休
を
利
用
し
て
新
棟

に
引
っ
越
し
を
行
い
、
５
月
７
日

（
木
）
か
ら
は
新
棟
で
の
診
療
が
始

ま
り
ま
す
。
全
職
員
が
力
を
合
わ
せ

て
新
棟
に
魂
を
入
れ
、
地
域
医
療
の

貢
献
に
寄
与
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
２
月
末
に
お
け
る
工
事

の
進
捗
状
況
は
、
建
築
主
体
工
事

88
・
５
％
、
電
気
主
体
工
事
90
・
５
％

機
械
設
備
主
体
工
事
90
・
０
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
が
明
け
、
３
月
２
日
の
引
き
渡

し
を
目
指
し
て
工
事
は
進
ん
で
い
ま

し
た
。
外
見
で
は
、
建
物
を
覆
っ
て

い
た
シ
ー
ト
を
外
し
て
足
場
が
解
体

さ
れ
た
り
、
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
が
解

体
さ
れ
た
り
と
、
建
物
全
体
の
様
子

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
建
物
内
部
で

は
、
機
械
設
備
の
設
置
試
運
転
、
電

気
設
備
の
接
続
試
験
、
内
装
仕
上
げ

工
事
な
ど
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
　平
成
27
年
１
月
の

　
　
　
　
　
　進
捗
状
況

本館棟５月７日（木）オープン！お待たせしました

１
月
９
日
　
篠
ノ
井
中
央
公
園
を
利
用

し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
緊
急
患
者

搬
送
を
行
い
ま
し
た

西
側
か
ら
み
た
外
観
。
北
面
の
囲
い
が

取
れ
て
き
ま
し
た

タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
が
解
体
さ
れ
ま
し

た
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　　今後のスケジュール
■新棟への移転関係
　平成２７年３月２１日（春分の日・祝日）内覧会
　平成２７年３月～４月　開院準備
　平成２７年５月　１日（金）休診（引越し準備）
　　　　　　　　　２日（土）休診（引越し準備）
　　　　　　　　　３日（日）（憲法記念日）入院患者様を新棟に移送
　　　　　　　　　４日（月）（みどりの日）引越し予備日
　　　　　　　　　５日（火）（こどもの日）引越し予備日
　　　　　　　　　６日（水）（振替休日）　  引越し予備日
　　　　　　　　　７日（木）外来診療開始
　　　　　　　　　８日（金）通常診療
　　　　　　　　　９日（土）通常診療

■今後の工事関係
　平成２７年　５月～平成２７年　６月　旧本館棟MRI 室・ICU 解体工事
　平成２７年　５月～平成２７年１０月　中央棟（現南棟）改修工事第Ⅰ期
　平成２７年　６月～平成２７年１０月　西渡廊下建設工事
　平成２７年１１月～平成２８年　３月　旧本館棟解体工事
　平成２８年　２月～平成２８年　５月　新玄関棟建設工事
　平成２８年　５月～平成２８年　６月　仮設渡廊下建設工事
　平成２８年　５月～平成２８年　９月　中央棟（現南棟）改修工事第Ⅱ期
　平成２８年１１月～平成２９年　５月　旧東棟解体工事
　平成２９年　６月～平成２９年１０月　東渡廊下建設工事、仮設渡廊下解体工事

　各工事と並行して駐車場整備と外構工事を順次進めてまいります。新病院整備工事第Ⅰ期終
了まで残り２年半ほどかかります。この度竣工した本館棟を中心にし、職員一同力を合わせて、
病院の理念である「患者本位の医療の実践」に邁進してまいります。工事期間中は何かと患者様、
利用者の皆様、近隣の皆様に、ご不便ご心配をお掛け致しますが、何卒ご理解とご協力をお願
い致します。

　
　竣
工
祭

平
成
27
年
３
月
17
日
　

新
棟
（
本
館
棟
）
竣
工
に
伴
い
、

西
宮
神
社
の
丸
山
宮
司
を
お
迎
え

し
、
竣
工
祭
を
行
い
ま
し
た
。
神

事
の
後
、
来
賓
に
よ
る
内
覧
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
　引
き
取
り
式

　
平
成
27
年
３
月
２
日
　
当
院
あ

い
講
堂
に
於
い
て
、Ｊ
Ａ
長
野
厚
生

連
　
篠
ノ
井
総
合
病
院
　
新
病
院

整
備
第
Ⅰ
期
工
事
　
建
築
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
工
事
概
要
及
び
経

過
報
告
の
後
、
引
き
取
り
の
協
議

を
行
い
問
題
無
い
こ
と
を
確
認
し
、

現
場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
視
察

終
了
後
に
行
わ
れ
た
引
き
取
り
式

で
、
施
工
業
者
よ
り
厚
生
連
に
竣

工
書
類
が
受
け
渡
さ
れ
、
無
事
に

引
き
取
り
が
さ
れ
ま
し
た
。

本館棟ホスピタルストリートで執り行われた竣工祭神事

手術室視察

建築委員会で挨拶する内堀理事長

病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
完

成
間
近
で
す

４
床
室
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
配
慮
し
た

間
仕
切
り
が
あ
り
ま
す

内
科
外
来
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
す

病
棟
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
す

竣工書類の受け渡し（建築関係）

神事に続き内覧会も開催されました
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私　の　か　か　り　つ　け　の

お医者さん
ご　紹　介 その

31

医療法人　児玉医院医療法人　島田クリニック
院長　児玉　寿太郎　先生院長　島田一秀　先生

　昭和 51 年 5 月 1 日、国道 18 号線寂蒔地区に
開業しました。39 年になります。外科、肛門科、
胃腸科、内科、皮膚科、小児科を標榜しています。
胃と大腸の内視鏡と痔の診断、治療をしています。
この地区の方々と常に心を合わせていかなければ
ならないと思っています。
　産業医と特養の配置医なども担当させていただ
いています。今後ともよろしくお願いいたします。
患者さんを篠ノ井総合病院に紹介して入院し、検
査、手術をお願いする事もありますのでその節は
よろしくお願いいたします。

　当院は平成 12 年、屋代駅前交差点の一角のビ
ル内に開業し、15年目となりました。患者さんは、
近隣の方はもちろんですが場所柄、市内各地や長
野市からバスやしなの鉄道で来てくださる方もい
らっしゃいます。開院時から、篠ノ井総合病院の
先生方には病状の安定した患者さんを多数ご紹介
頂き、また精密検査や入院が必要な患者さんは篠
ノ井総合病院さんにお願いして診ていただくとい
う良好な関係が維持されており、安心して地域医
療に携わることができ感謝しております。
　当院は地域に密着した内科の診療所として、①
風邪などの急性疾患の診療や予防接種、②高血圧、
高コレステロール血症、糖尿病などの慢性疾患の
管理、③難病や高齢のために通院が困難な患者さ
んの往診や訪問診療、を三本の柱にすえて日々の
診療にあたっております。
　今後もぶれることなく、開院時の方針を維持し
て診療に専念していきたいと思います。

診療科目：外科、肛門科、胃腸科、内科、皮膚科、小児科
診療時間：午前 8:30 ～ 12:00　
　　　　　午後 2:30 ～ 6:00
休 診 日 ： 日曜日、祝祭日
〒387-0016　長野県千曲市寂蒔 93
TEL.026-272-4300
FAX.026-272-4438

診療科目：内科
診察時間：午前 9:00 ～ 12:00　
　　　　　午後 3:00 ～ 6:00
休 診 日 ：  日曜日、祝祭日、木曜日、土曜の午後
〒387-0013　長野県千曲市小島 3146-1
TEL.026-273-8788
FAX.026-273-8789

篠ノ井駅
国道 18 号

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

ホ
ス
ピ
タ
ル
ス
ト
リ
ー
ト

院内のご案内
本館棟オープン後の

西棟へは
従来通り
こちらから
エレベーター
で３階渡り
廊下をご利
用下さい

従来の夜間休日通用口
は、５月３日をもって
閉鎖します。

救急車入口

玄関 (24時間すべてこちらです）

駐車場ゲート
駐車場は従来通り病院北側
駐車場をご利用下さい。

・時間外受付
・医師会急病センター

玄関は従来通り変わり
ません。各科外来には
エントランスホールを
通り真っ直ぐに進んで
下さい。旧外科外来と
泌尿器科外来の待合室
から本館棟に
つながります。

１階
整形外科、内科（腎臓内科、
糖尿病代謝科、呼吸器内科
消化器内科）、外科、肛門外科、
小児科、リウマチ膠原病科、
総合診療科、呼吸器外科、循
環器内科、心臓血管外科、脳
神経外科、泌尿器科、通院治
療センター、内視鏡センター、
救命センター、医師会急病セ
ンター
２階
産科・婦人科、皮膚科、形成
外科、耳鼻科、眼科、口腔外科、
心療内科

セ
ン
タ
ー

２階の外来へ
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通り真っ直ぐに進んで
下さい。旧外科外来と
泌尿器科外来の待合室
から本館棟に
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地
域
医
療
連
携
と
は
？

　現
在
、
国
（
厚
生
労
働
省
）
は

医
療
政
策
と
し
て
「
医
療
機
能
分

化
と
連
携
の
促
進
」
を
進
め
て
い

ま
す
。
地
域
医
療
連
携
と
は
、
高

度
な
医
療
設
備
や
専
門
性
の
あ
る

技
術
を
も
っ
た
地
域
の
中
核
病
院

と
、
患
者
様
の
身
近
に
あ
る
地
域

の
『
か
か
り
つ
け
医
』（
医
院
・
診

療
所
）
と
が
役
割
を
分
担
し
、
お

互
い
の
長
所
を
活
か
し
連
携
し
な

が
ら
、
患
者
様
の
症
状
に
応
じ
た

適
切
な
医
療
を
提
供
し
、
病
気
の

治
療
や
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　『
か
か
り
つ
け
医
』
と
は
、
常
日

頃
か
ら
患
者
様
ご
自
身
や
ご
家
族

の
健
康
、
病
気
に
対
し
て
相
談
に

応
じ
て
く
れ
る
身
近
な
開
業
医
の

先
生
の
こ
と
で
す
。『
か
か
り
つ
け

医
』
は
患
者
様
の
健
康
状
態
や
症

状
な
ど
を
把
握
し
、
患
者
様
の
健

康
管
理
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
よ

り
精
密
な
検
査
や
入
院
に
よ
る
治

療
が
必
要
だ
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
『
か
か
り
つ
け
医
』
が
病
院

を
紹
介
し
、
病
院
の
医
師
と
相
談

し
な
が
ら
治
療
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
と
病
院
が
連
携

し
て
患
者
様
の
治
療
に
あ
た
る
こ
と

で
、
検
査
等
の
重
複
を
さ
け
る
こ
と

が
で
き
、
よ
り
効
率
的
に
最
善
の
治

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

地
域
完
結
型
医
療

　
今
ま
で
は
、
大
き
な
病
院
に
行
け

ば
ほ
と
ん
ど
の
診
療
科
が
揃
っ
て
い

て
、
そ
こ
で
全
て
の
病
気
や
け
が
の

治
療
が
で
き
る
、「
病
院
完
結
型
医

療
」
で
し
た
。
し
か
し
、「
病
院
完

結
型
医
療
」
の
弊
害
と
し
て
、
待
ち

時
間
や
医
療
費
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
国
は
、
医
療
機
能

分
化
・
医
療
連
携
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
、
在

宅
医
療
に
至
る
ま
で
、
地
域
全
体
で

切
れ
目
な
く
必
要
な
医
療
が
提
供
さ

れ
る
「
地
域
完
結
型
医
療
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
患
者
様
の
身
近
な
地
域
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
や
医
院
・
診
療
所

等
が
、
そ
の
特
長
を
活
か
し
な
が
ら

役
割
を
分
担
し
て
、
病
気
の
診
断
や

治
療
、
検
査
、
健
康
相
談
等
を
行
い
、

地
域
の
医
療
機
関
全
体
で
一
つ
の
病

院
の
よ
う
な
機
能
を
持
ち
、
切
れ
目

の
な
い
医
療
を
提
供
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
け
が
の
初
期
治
療

や
慢
性
疾
患
の
投
薬
等
は
身
近
な
地

域
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
先
生
が

受
け
持
ち
、
専
門
的
な
治
療
や
高
度

な
検
査
、
入
院
治
療
、
救
急
医
療
は

地
域
の
中
核
病
院
が
受
け
持
つ
形
で

す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
重
度
な
要

介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

急
が
れ
て
い
ま
す
。
人
口
が
横
ば
い

で
75
歳
以
上
人
口
が
急
増
す
る
大
都

市
部
、
75
歳
以
上
人
口
の
増
加
は
緩

や
か
だ
が
人
口
は
減
少
す
る
町
村
部

等
、
高
齢
化
の
進
展
状
況
に
は
大
き

な
地
域
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者
で

あ
る
市
町
村
や
都
道
府
県
が
、
地
域

の
自
主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
急
性
期
病
院
と
し
て

地
域
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
地
域
住

民
が
、
そ
の
人
に
と
っ
て
適
切
な
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

社
会
へ
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
支
援
病
院

　
当
院
で
は
、
今
年
度
、
地
域
医
療

支
援
病
院
の
申
請
を
行
い
、
承
認
を

目
指
す
予
定
で
す
。
地
域
医
療
支
援

病
院
と
は
、
患
者
様
に
身
近
な
地
域

で
医
療
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
第
一
線
の

地
域
医
療
を
担
う
、
か
か
り
つ
け
医

等
を
支
援
す
る
能
力
を
備
え
、
地
域

医
療
の
確
保
を
図
る
病
院
と
し
て
相

応
し
い
構
造
設
備
等
を
有
す
る
病
院

に
つ
い
て
県
知
事
が
承
認
し
て
い
ま

す
。
役
割
と
し
て
、
紹
介
患
者
様
に

対
す
る
医
療
の
提
供
（
か
か
り
つ
け

医
等
へ
逆
紹
介
も
含
む
）、
救
急
医

療
の
実
施
、
在
宅
医
療
の
支
援
、
医

療
機
器
・
施
設
・
設
備
の
共
同
利
用
、

地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修

会
等
の
実
施
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
全
体
で
医
療
の
質
の
向
上
と
効
率

化
を
図
り
医
療
資
源
の
有
効
活
用
を

最
大
限
の
目
的
と
し
、
こ
の
地
域
医

療
の
中
心
的
役
割
を
担
う
病
院
が

『
地
域
医
療
支
援
病
院
』
で
す
。
こ

の
承
認
を
受
け
た
の
ち
、
今
ま
で
以

上
に
地
域
医
療
・
救
急
医
療
に
力
を

入
れ
、
患
者
様
が
安
心
し
て
医
療
を

う
け
て
い
た
だ
け
る
医
療
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム

　

　
　
　「さ
ら
し
な
ネ
ッ
ト
」

　
医
療
分
野
に
お
い
て
は
、
レ
セ
プ

ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
の
電
子
化
、

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
な
ど
、Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
医
療
機
関
相
互
の
連
携
の

促
進
等
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
、
平
成
23
年
２
月
に

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
情
報
の
共

有
化
、
業
務
改
善
、
業
務
分
担
の
見

直
し
に
よ
る
病
院
機
能
の
強
化
を
目

指
す
と
と
も
に
、
地
域
医
療
連
携
シ

ス
テ
ム
の
活
用
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
病
院
内
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
医
院
・
診
療
所
の
先
生
方
、
他
の

病
院
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
化

し
、
地
域
医
療
連
携
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
の

医
院
・
診
療
所
の
先
生
が
、
当
院
で

治
療
を
受
け
ら
れ
た
患
者
様
の
カ
ル

テ
、
処
方
、
検
査
結
果
、
画
像
、
各

種
記
録
な
ど
の
診
療
情
報
を
、
患
者

様
同
意
の
も
と
、
医
院
・
診
療
所
で

閲
覧
可
能
と
な
り
ま
す
。
カ
ル
テ
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
、

患
者
様
に
対
し
て
「
よ
り
安
全
で
安

心
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
質
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
ミ
ス
の
低
減
、
重
複
検
査
、
重
複

処
方
の
防
止
に
も
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
医
院
・
診
療
所
の
先

生
方
と
当
院
と
の
連
携
が
強
化
さ

れ
、
さ
ら
に
先
生
方
と
患
者
様
の
信

頼
関
係
も
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
今
年
度
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
地
域

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
名
称
を
「
さ

ら
し
な
ネ
ッ
ト
」
と
し
、
約
30
の
医

療
機
関
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
25
医
療
機
関
の
参
加
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

当
院
の
地
域
連
携

    

当
院
の
地
域
連
携
は
、
地
域
医
療

連
携
課
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

し
の
の
い
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
課
は
、
医
療
連
携
・

医
療
相
談
室
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
分
か
れ
、
看
護
師
２
名
・
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
５
名
・
事

務
４
名
の
多
職
種
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

７
名
の
看
護
師
が
専
属
で
訪
問
看
護

を
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
、

地
域
の
先
生
方
・
各
介
護
福
祉
施
設

と
の
連
携
窓
口
、
紹
介
状
・
逆
紹
介

状
の
対
応
、
退
院
支
援
・
入
所
支
援
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
在
宅
介
護
に

関
す
る
相
談
、
地
域
の
高
齢
者
の
相

談
窓
口
・
訪
問
看
護
等
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
院
内
・
地
域
の
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、「
患
者

本
位
の
医
療
の
実
践
に
努
め
る
」
と

い
う
病
院
理
念
の
下
、
地
域
の
皆
様

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

日本では病院指向が強く、風邪や軽症の怪我で
も病院を受診される人が大勢いらっしゃいま
す。このため、国では患者さんの症状に応じた
適切な治療が受けられるように、地域医療連携
を推進しています。今回は「地域医療連携」に
ついて紹介します。

特
集
２患者さま

かかりつけ医 篠ノ井総合病院患者様の紹介
患者様の逆紹介

専門的な治療・
検査・手術・入院日常の診察

症状が安定したら

専門外来・検査・
手術・入院等の依頼

（医院・診療所等）

篠ノ井総合病院の役割 地
域
医
療
連
携

の
ご
紹
介

1

2

1
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地
域
医
療
連
携
と
は
？

　現
在
、
国
（
厚
生
労
働
省
）
は

医
療
政
策
と
し
て
「
医
療
機
能
分

化
と
連
携
の
促
進
」
を
進
め
て
い

ま
す
。
地
域
医
療
連
携
と
は
、
高

度
な
医
療
設
備
や
専
門
性
の
あ
る

技
術
を
も
っ
た
地
域
の
中
核
病
院

と
、
患
者
様
の
身
近
に
あ
る
地
域

の
『
か
か
り
つ
け
医
』（
医
院
・
診

療
所
）
と
が
役
割
を
分
担
し
、
お

互
い
の
長
所
を
活
か
し
連
携
し
な

が
ら
、
患
者
様
の
症
状
に
応
じ
た

適
切
な
医
療
を
提
供
し
、
病
気
の

治
療
や
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　『
か
か
り
つ
け
医
』
と
は
、
常
日

頃
か
ら
患
者
様
ご
自
身
や
ご
家
族

の
健
康
、
病
気
に
対
し
て
相
談
に

応
じ
て
く
れ
る
身
近
な
開
業
医
の

先
生
の
こ
と
で
す
。『
か
か
り
つ
け

医
』
は
患
者
様
の
健
康
状
態
や
症

状
な
ど
を
把
握
し
、
患
者
様
の
健

康
管
理
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
よ

り
精
密
な
検
査
や
入
院
に
よ
る
治

療
が
必
要
だ
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
『
か
か
り
つ
け
医
』
が
病
院

を
紹
介
し
、
病
院
の
医
師
と
相
談

し
な
が
ら
治
療
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
と
病
院
が
連
携

し
て
患
者
様
の
治
療
に
あ
た
る
こ
と

で
、
検
査
等
の
重
複
を
さ
け
る
こ
と

が
で
き
、
よ
り
効
率
的
に
最
善
の
治

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

地
域
完
結
型
医
療

　
今
ま
で
は
、
大
き
な
病
院
に
行
け

ば
ほ
と
ん
ど
の
診
療
科
が
揃
っ
て
い

て
、
そ
こ
で
全
て
の
病
気
や
け
が
の

治
療
が
で
き
る
、「
病
院
完
結
型
医

療
」
で
し
た
。
し
か
し
、「
病
院
完

結
型
医
療
」
の
弊
害
と
し
て
、
待
ち

時
間
や
医
療
費
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
国
は
、
医
療
機
能

分
化
・
医
療
連
携
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
、
在

宅
医
療
に
至
る
ま
で
、
地
域
全
体
で

切
れ
目
な
く
必
要
な
医
療
が
提
供
さ

れ
る
「
地
域
完
結
型
医
療
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
患
者
様
の
身
近
な
地
域
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
や
医
院
・
診
療
所

等
が
、
そ
の
特
長
を
活
か
し
な
が
ら

役
割
を
分
担
し
て
、
病
気
の
診
断
や

治
療
、
検
査
、
健
康
相
談
等
を
行
い
、

地
域
の
医
療
機
関
全
体
で
一
つ
の
病

院
の
よ
う
な
機
能
を
持
ち
、
切
れ
目

の
な
い
医
療
を
提
供
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
け
が
の
初
期
治
療

や
慢
性
疾
患
の
投
薬
等
は
身
近
な
地

域
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
先
生
が

受
け
持
ち
、
専
門
的
な
治
療
や
高
度

な
検
査
、
入
院
治
療
、
救
急
医
療
は

地
域
の
中
核
病
院
が
受
け
持
つ
形
で

す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
重
度
な
要

介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

急
が
れ
て
い
ま
す
。
人
口
が
横
ば
い

で
75
歳
以
上
人
口
が
急
増
す
る
大
都

市
部
、
75
歳
以
上
人
口
の
増
加
は
緩

や
か
だ
が
人
口
は
減
少
す
る
町
村
部

等
、
高
齢
化
の
進
展
状
況
に
は
大
き

な
地
域
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者
で

あ
る
市
町
村
や
都
道
府
県
が
、
地
域

の
自
主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
急
性
期
病
院
と
し
て

地
域
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
地
域
住

民
が
、
そ
の
人
に
と
っ
て
適
切
な
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

社
会
へ
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
支
援
病
院

　
当
院
で
は
、
今
年
度
、
地
域
医
療

支
援
病
院
の
申
請
を
行
い
、
承
認
を

目
指
す
予
定
で
す
。
地
域
医
療
支
援

病
院
と
は
、
患
者
様
に
身
近
な
地
域

で
医
療
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
第
一
線
の

地
域
医
療
を
担
う
、
か
か
り
つ
け
医

等
を
支
援
す
る
能
力
を
備
え
、
地
域

医
療
の
確
保
を
図
る
病
院
と
し
て
相

応
し
い
構
造
設
備
等
を
有
す
る
病
院

に
つ
い
て
県
知
事
が
承
認
し
て
い
ま

す
。
役
割
と
し
て
、
紹
介
患
者
様
に

対
す
る
医
療
の
提
供
（
か
か
り
つ
け

医
等
へ
逆
紹
介
も
含
む
）、
救
急
医

療
の
実
施
、
在
宅
医
療
の
支
援
、
医

療
機
器
・
施
設
・
設
備
の
共
同
利
用
、

地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修

会
等
の
実
施
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
全
体
で
医
療
の
質
の
向
上
と
効
率

化
を
図
り
医
療
資
源
の
有
効
活
用
を

最
大
限
の
目
的
と
し
、
こ
の
地
域
医

療
の
中
心
的
役
割
を
担
う
病
院
が

『
地
域
医
療
支
援
病
院
』
で
す
。
こ

の
承
認
を
受
け
た
の
ち
、
今
ま
で
以

上
に
地
域
医
療
・
救
急
医
療
に
力
を

入
れ
、
患
者
様
が
安
心
し
て
医
療
を

う
け
て
い
た
だ
け
る
医
療
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム

　

　
　
　「さ
ら
し
な
ネ
ッ
ト
」

　
医
療
分
野
に
お
い
て
は
、
レ
セ
プ

ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
の
電
子
化
、

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
な
ど
、Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
医
療
機
関
相
互
の
連
携
の

促
進
等
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
、
平
成
23
年
２
月
に

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
情
報
の
共

有
化
、
業
務
改
善
、
業
務
分
担
の
見

直
し
に
よ
る
病
院
機
能
の
強
化
を
目

指
す
と
と
も
に
、
地
域
医
療
連
携
シ

ス
テ
ム
の
活
用
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
病
院
内
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
医
院
・
診
療
所
の
先
生
方
、
他
の

病
院
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
化

し
、
地
域
医
療
連
携
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
の

医
院
・
診
療
所
の
先
生
が
、
当
院
で

治
療
を
受
け
ら
れ
た
患
者
様
の
カ
ル

テ
、
処
方
、
検
査
結
果
、
画
像
、
各

種
記
録
な
ど
の
診
療
情
報
を
、
患
者

様
同
意
の
も
と
、
医
院
・
診
療
所
で

閲
覧
可
能
と
な
り
ま
す
。
カ
ル
テ
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
、

患
者
様
に
対
し
て
「
よ
り
安
全
で
安

心
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
質
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
ミ
ス
の
低
減
、
重
複
検
査
、
重
複

処
方
の
防
止
に
も
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
医
院
・
診
療
所
の
先

生
方
と
当
院
と
の
連
携
が
強
化
さ

れ
、
さ
ら
に
先
生
方
と
患
者
様
の
信

頼
関
係
も
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
今
年
度
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
地
域

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
名
称
を
「
さ

ら
し
な
ネ
ッ
ト
」
と
し
、
約
30
の
医

療
機
関
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
25
医
療
機
関
の
参
加
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

当
院
の
地
域
連
携

    

当
院
の
地
域
連
携
は
、
地
域
医
療

連
携
課
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

し
の
の
い
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
課
は
、
医
療
連
携
・

医
療
相
談
室
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
分
か
れ
、
看
護
師
２
名
・
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
５
名
・
事

務
４
名
の
多
職
種
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

７
名
の
看
護
師
が
専
属
で
訪
問
看
護

を
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
、

地
域
の
先
生
方
・
各
介
護
福
祉
施
設

と
の
連
携
窓
口
、
紹
介
状
・
逆
紹
介

状
の
対
応
、
退
院
支
援
・
入
所
支
援
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
在
宅
介
護
に

関
す
る
相
談
、
地
域
の
高
齢
者
の
相

談
窓
口
・
訪
問
看
護
等
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
院
内
・
地
域
の
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、「
患
者

本
位
の
医
療
の
実
践
に
努
め
る
」
と

い
う
病
院
理
念
の
下
、
地
域
の
皆
様

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

日本では病院指向が強く、風邪や軽症の怪我で
も病院を受診される人が大勢いらっしゃいま
す。このため、国では患者さんの症状に応じた
適切な治療が受けられるように、地域医療連携
を推進しています。今回は「地域医療連携」に
ついて紹介します。

特
集
２患者さま

かかりつけ医 篠ノ井総合病院患者様の紹介
患者様の逆紹介

専門的な治療・
検査・手術・入院日常の診察

症状が安定したら

専門外来・検査・
手術・入院等の依頼

（医院・診療所等）

篠ノ井総合病院の役割 地
域
医
療
連
携

の
ご
紹
介

1

2
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地
域
医
療
連
携
と
は
？

　現
在
、
国
（
厚
生
労
働
省
）
は

医
療
政
策
と
し
て
「
医
療
機
能
分

化
と
連
携
の
促
進
」
を
進
め
て
い

ま
す
。
地
域
医
療
連
携
と
は
、
高

度
な
医
療
設
備
や
専
門
性
の
あ
る

技
術
を
も
っ
た
地
域
の
中
核
病
院

と
、
患
者
様
の
身
近
に
あ
る
地
域

の
『
か
か
り
つ
け
医
』（
医
院
・
診

療
所
）
と
が
役
割
を
分
担
し
、
お

互
い
の
長
所
を
活
か
し
連
携
し
な

が
ら
、
患
者
様
の
症
状
に
応
じ
た

適
切
な
医
療
を
提
供
し
、
病
気
の

治
療
や
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　『
か
か
り
つ
け
医
』
と
は
、
常
日

頃
か
ら
患
者
様
ご
自
身
や
ご
家
族

の
健
康
、
病
気
に
対
し
て
相
談
に

応
じ
て
く
れ
る
身
近
な
開
業
医
の

先
生
の
こ
と
で
す
。『
か
か
り
つ
け

医
』
は
患
者
様
の
健
康
状
態
や
症

状
な
ど
を
把
握
し
、
患
者
様
の
健

康
管
理
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
よ

り
精
密
な
検
査
や
入
院
に
よ
る
治

療
が
必
要
だ
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
『
か
か
り
つ
け
医
』
が
病
院

を
紹
介
し
、
病
院
の
医
師
と
相
談

し
な
が
ら
治
療
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
と
病
院
が
連
携

し
て
患
者
様
の
治
療
に
あ
た
る
こ
と

で
、
検
査
等
の
重
複
を
さ
け
る
こ
と

が
で
き
、
よ
り
効
率
的
に
最
善
の
治

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

地
域
完
結
型
医
療

　
今
ま
で
は
、
大
き
な
病
院
に
行
け

ば
ほ
と
ん
ど
の
診
療
科
が
揃
っ
て
い

て
、
そ
こ
で
全
て
の
病
気
や
け
が
の

治
療
が
で
き
る
、「
病
院
完
結
型
医

療
」
で
し
た
。
し
か
し
、「
病
院
完

結
型
医
療
」
の
弊
害
と
し
て
、
待
ち

時
間
や
医
療
費
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
国
は
、
医
療
機
能

分
化
・
医
療
連
携
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
、
在

宅
医
療
に
至
る
ま
で
、
地
域
全
体
で

切
れ
目
な
く
必
要
な
医
療
が
提
供
さ

れ
る
「
地
域
完
結
型
医
療
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
患
者
様
の
身
近
な
地
域
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
や
医
院
・
診
療
所

等
が
、
そ
の
特
長
を
活
か
し
な
が
ら

役
割
を
分
担
し
て
、
病
気
の
診
断
や

治
療
、
検
査
、
健
康
相
談
等
を
行
い
、

地
域
の
医
療
機
関
全
体
で
一
つ
の
病

院
の
よ
う
な
機
能
を
持
ち
、
切
れ
目

の
な
い
医
療
を
提
供
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
け
が
の
初
期
治
療

や
慢
性
疾
患
の
投
薬
等
は
身
近
な
地

域
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
先
生
が

受
け
持
ち
、
専
門
的
な
治
療
や
高
度

な
検
査
、
入
院
治
療
、
救
急
医
療
は

地
域
の
中
核
病
院
が
受
け
持
つ
形
で

す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
重
度
な
要

介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

急
が
れ
て
い
ま
す
。
人
口
が
横
ば
い

で
75
歳
以
上
人
口
が
急
増
す
る
大
都

市
部
、
75
歳
以
上
人
口
の
増
加
は
緩

や
か
だ
が
人
口
は
減
少
す
る
町
村
部

等
、
高
齢
化
の
進
展
状
況
に
は
大
き

な
地
域
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者
で

あ
る
市
町
村
や
都
道
府
県
が
、
地
域

の
自
主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
急
性
期
病
院
と
し
て

地
域
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
地
域
住

民
が
、
そ
の
人
に
と
っ
て
適
切
な
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

社
会
へ
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
支
援
病
院

　
当
院
で
は
、
今
年
度
、
地
域
医
療

支
援
病
院
の
申
請
を
行
い
、
承
認
を

目
指
す
予
定
で
す
。
地
域
医
療
支
援

病
院
と
は
、
患
者
様
に
身
近
な
地
域

で
医
療
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
第
一
線
の

地
域
医
療
を
担
う
、
か
か
り
つ
け
医

等
を
支
援
す
る
能
力
を
備
え
、
地
域

医
療
の
確
保
を
図
る
病
院
と
し
て
相

応
し
い
構
造
設
備
等
を
有
す
る
病
院

に
つ
い
て
県
知
事
が
承
認
し
て
い
ま

す
。
役
割
と
し
て
、
紹
介
患
者
様
に

対
す
る
医
療
の
提
供
（
か
か
り
つ
け

医
等
へ
逆
紹
介
も
含
む
）、
救
急
医

療
の
実
施
、
在
宅
医
療
の
支
援
、
医

療
機
器
・
施
設
・
設
備
の
共
同
利
用
、

地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修

会
等
の
実
施
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
全
体
で
医
療
の
質
の
向
上
と
効
率

化
を
図
り
医
療
資
源
の
有
効
活
用
を

最
大
限
の
目
的
と
し
、
こ
の
地
域
医

療
の
中
心
的
役
割
を
担
う
病
院
が

『
地
域
医
療
支
援
病
院
』
で
す
。
こ

の
承
認
を
受
け
た
の
ち
、
今
ま
で
以

上
に
地
域
医
療
・
救
急
医
療
に
力
を

入
れ
、
患
者
様
が
安
心
し
て
医
療
を

う
け
て
い
た
だ
け
る
医
療
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム

　

　
　
　「さ
ら
し
な
ネ
ッ
ト
」

　
医
療
分
野
に
お
い
て
は
、
レ
セ
プ

ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
の
電
子
化
、

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
な
ど
、Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
医
療
機
関
相
互
の
連
携
の

促
進
等
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
、
平
成
23
年
２
月
に

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
情
報
の
共

有
化
、
業
務
改
善
、
業
務
分
担
の
見

直
し
に
よ
る
病
院
機
能
の
強
化
を
目

指
す
と
と
も
に
、
地
域
医
療
連
携
シ

ス
テ
ム
の
活
用
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
病
院
内
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
医
院
・
診
療
所
の
先
生
方
、
他
の

病
院
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
化

し
、
地
域
医
療
連
携
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
の

医
院
・
診
療
所
の
先
生
が
、
当
院
で

治
療
を
受
け
ら
れ
た
患
者
様
の
カ
ル

テ
、
処
方
、
検
査
結
果
、
画
像
、
各

種
記
録
な
ど
の
診
療
情
報
を
、
患
者

様
同
意
の
も
と
、
医
院
・
診
療
所
で

閲
覧
可
能
と
な
り
ま
す
。
カ
ル
テ
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
、

患
者
様
に
対
し
て
「
よ
り
安
全
で
安

心
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
質
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
ミ
ス
の
低
減
、
重
複
検
査
、
重
複

処
方
の
防
止
に
も
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
医
院
・
診
療
所
の
先

生
方
と
当
院
と
の
連
携
が
強
化
さ

れ
、
さ
ら
に
先
生
方
と
患
者
様
の
信

頼
関
係
も
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
今
年
度
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
地
域

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
名
称
を
「
さ

ら
し
な
ネ
ッ
ト
」
と
し
、
約
30
の
医

療
機
関
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
25
医
療
機
関
の
参
加
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

当
院
の
地
域
連
携

    

当
院
の
地
域
連
携
は
、
地
域
医
療

連
携
課
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

し
の
の
い
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
課
は
、
医
療
連
携
・

医
療
相
談
室
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
分
か
れ
、
看
護
師
２
名
・
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
５
名
・
事

務
４
名
の
多
職
種
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

７
名
の
看
護
師
が
専
属
で
訪
問
看
護

を
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
、

地
域
の
先
生
方
・
各
介
護
福
祉
施
設

と
の
連
携
窓
口
、
紹
介
状
・
逆
紹
介

状
の
対
応
、
退
院
支
援
・
入
所
支
援
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
在
宅
介
護
に

関
す
る
相
談
、
地
域
の
高
齢
者
の
相

談
窓
口
・
訪
問
看
護
等
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
院
内
・
地
域
の
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、「
患
者

本
位
の
医
療
の
実
践
に
努
め
る
」
と

い
う
病
院
理
念
の
下
、
地
域
の
皆
様

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

利用者認証
カルテ参照
レントゲン・CT・MRI 参照
検査結果参照　　　　
　　　　　　　など

利用者認証
カルテ参照
レントゲン・CT・MRI 参照
検査結果参照　　　　
　　　　　　　など

電子カルテ
システム

地域連携
サーバー

患者紐つけ
セキュリティー
システム

ネットワーク
IPsecVPN
（暗号化）

紹介・患者様同意書

紹介・患者様同意書

篠ノ井総合病院地域医療連携システム『さらしなネット』イメージ

かかりつけ医

かかりつけ医

篠ノ井総合病院

住まい

医療 介護

生活支援・介護予防

■在宅系サービス
・訪問介護・訪問看護・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・２４時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
　　（小規模多機能型居宅介護+訪問看護）
　　　　　　　　　　　　　　など
■介護予防サービス

■施設・居宅系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知賞共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

自宅
サービス付き高齢者向け住宅　など

いつまでも元気に暮らすために

老人クラブ・自治会
ボランティア・NPO　など

かかりつけ医

急性期病院
回復期病院等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

病気になったら・・・ 介護が必要になったら・・・

相談業務や介護サービスの
調整を行います。

地域包括ケアシステムの姿

通院・入院 通所・入所

2

3

3

4

4

さらしなネット当院地域医療連携課の主な業務
地域の医院・病院との連携
退院に向けての支援
医療・福祉に関する相談
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地
域
医
療
連
携
と
は
？

　現
在
、
国
（
厚
生
労
働
省
）
は

医
療
政
策
と
し
て
「
医
療
機
能
分

化
と
連
携
の
促
進
」
を
進
め
て
い

ま
す
。
地
域
医
療
連
携
と
は
、
高

度
な
医
療
設
備
や
専
門
性
の
あ
る

技
術
を
も
っ
た
地
域
の
中
核
病
院

と
、
患
者
様
の
身
近
に
あ
る
地
域

の
『
か
か
り
つ
け
医
』（
医
院
・
診

療
所
）
と
が
役
割
を
分
担
し
、
お

互
い
の
長
所
を
活
か
し
連
携
し
な

が
ら
、
患
者
様
の
症
状
に
応
じ
た

適
切
な
医
療
を
提
供
し
、
病
気
の

治
療
や
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　『
か
か
り
つ
け
医
』
と
は
、
常
日

頃
か
ら
患
者
様
ご
自
身
や
ご
家
族

の
健
康
、
病
気
に
対
し
て
相
談
に

応
じ
て
く
れ
る
身
近
な
開
業
医
の

先
生
の
こ
と
で
す
。『
か
か
り
つ
け

医
』
は
患
者
様
の
健
康
状
態
や
症

状
な
ど
を
把
握
し
、
患
者
様
の
健

康
管
理
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
よ

り
精
密
な
検
査
や
入
院
に
よ
る
治

療
が
必
要
だ
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
『
か
か
り
つ
け
医
』
が
病
院

を
紹
介
し
、
病
院
の
医
師
と
相
談

し
な
が
ら
治
療
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
と
病
院
が
連
携

し
て
患
者
様
の
治
療
に
あ
た
る
こ
と

で
、
検
査
等
の
重
複
を
さ
け
る
こ
と

が
で
き
、
よ
り
効
率
的
に
最
善
の
治

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

地
域
完
結
型
医
療

　
今
ま
で
は
、
大
き
な
病
院
に
行
け

ば
ほ
と
ん
ど
の
診
療
科
が
揃
っ
て
い

て
、
そ
こ
で
全
て
の
病
気
や
け
が
の

治
療
が
で
き
る
、「
病
院
完
結
型
医

療
」
で
し
た
。
し
か
し
、「
病
院
完

結
型
医
療
」
の
弊
害
と
し
て
、
待
ち

時
間
や
医
療
費
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
国
は
、
医
療
機
能

分
化
・
医
療
連
携
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
、
在

宅
医
療
に
至
る
ま
で
、
地
域
全
体
で

切
れ
目
な
く
必
要
な
医
療
が
提
供
さ

れ
る
「
地
域
完
結
型
医
療
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
患
者
様
の
身
近
な
地
域
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
や
医
院
・
診
療
所

等
が
、
そ
の
特
長
を
活
か
し
な
が
ら

役
割
を
分
担
し
て
、
病
気
の
診
断
や

治
療
、
検
査
、
健
康
相
談
等
を
行
い
、

地
域
の
医
療
機
関
全
体
で
一
つ
の
病

院
の
よ
う
な
機
能
を
持
ち
、
切
れ
目

の
な
い
医
療
を
提
供
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
け
が
の
初
期
治
療

や
慢
性
疾
患
の
投
薬
等
は
身
近
な
地

域
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
先
生
が

受
け
持
ち
、
専
門
的
な
治
療
や
高
度

な
検
査
、
入
院
治
療
、
救
急
医
療
は

地
域
の
中
核
病
院
が
受
け
持
つ
形
で

す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
重
度
な
要

介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

急
が
れ
て
い
ま
す
。
人
口
が
横
ば
い

で
75
歳
以
上
人
口
が
急
増
す
る
大
都

市
部
、
75
歳
以
上
人
口
の
増
加
は
緩

や
か
だ
が
人
口
は
減
少
す
る
町
村
部

等
、
高
齢
化
の
進
展
状
況
に
は
大
き

な
地
域
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者
で

あ
る
市
町
村
や
都
道
府
県
が
、
地
域

の
自
主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
急
性
期
病
院
と
し
て

地
域
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
地
域
住

民
が
、
そ
の
人
に
と
っ
て
適
切
な
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

社
会
へ
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
支
援
病
院

　
当
院
で
は
、
今
年
度
、
地
域
医
療

支
援
病
院
の
申
請
を
行
い
、
承
認
を

目
指
す
予
定
で
す
。
地
域
医
療
支
援

病
院
と
は
、
患
者
様
に
身
近
な
地
域

で
医
療
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
第
一
線
の

地
域
医
療
を
担
う
、
か
か
り
つ
け
医

等
を
支
援
す
る
能
力
を
備
え
、
地
域

医
療
の
確
保
を
図
る
病
院
と
し
て
相

応
し
い
構
造
設
備
等
を
有
す
る
病
院

に
つ
い
て
県
知
事
が
承
認
し
て
い
ま

す
。
役
割
と
し
て
、
紹
介
患
者
様
に

対
す
る
医
療
の
提
供
（
か
か
り
つ
け

医
等
へ
逆
紹
介
も
含
む
）、
救
急
医

療
の
実
施
、
在
宅
医
療
の
支
援
、
医

療
機
器
・
施
設
・
設
備
の
共
同
利
用
、

地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修

会
等
の
実
施
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
全
体
で
医
療
の
質
の
向
上
と
効
率

化
を
図
り
医
療
資
源
の
有
効
活
用
を

最
大
限
の
目
的
と
し
、
こ
の
地
域
医

療
の
中
心
的
役
割
を
担
う
病
院
が

『
地
域
医
療
支
援
病
院
』
で
す
。
こ

の
承
認
を
受
け
た
の
ち
、
今
ま
で
以

上
に
地
域
医
療
・
救
急
医
療
に
力
を

入
れ
、
患
者
様
が
安
心
し
て
医
療
を

う
け
て
い
た
だ
け
る
医
療
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム

　

　
　
　「さ
ら
し
な
ネ
ッ
ト
」

　
医
療
分
野
に
お
い
て
は
、
レ
セ
プ

ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
の
電
子
化
、

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
な
ど
、Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
医
療
機
関
相
互
の
連
携
の

促
進
等
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
、
平
成
23
年
２
月
に

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
情
報
の
共

有
化
、
業
務
改
善
、
業
務
分
担
の
見

直
し
に
よ
る
病
院
機
能
の
強
化
を
目

指
す
と
と
も
に
、
地
域
医
療
連
携
シ

ス
テ
ム
の
活
用
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
病
院
内
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
医
院
・
診
療
所
の
先
生
方
、
他
の

病
院
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
化

し
、
地
域
医
療
連
携
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
の

医
院
・
診
療
所
の
先
生
が
、
当
院
で

治
療
を
受
け
ら
れ
た
患
者
様
の
カ
ル

テ
、
処
方
、
検
査
結
果
、
画
像
、
各

種
記
録
な
ど
の
診
療
情
報
を
、
患
者

様
同
意
の
も
と
、
医
院
・
診
療
所
で

閲
覧
可
能
と
な
り
ま
す
。
カ
ル
テ
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
、

患
者
様
に
対
し
て
「
よ
り
安
全
で
安

心
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
質
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
ミ
ス
の
低
減
、
重
複
検
査
、
重
複

処
方
の
防
止
に
も
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
医
院
・
診
療
所
の
先

生
方
と
当
院
と
の
連
携
が
強
化
さ

れ
、
さ
ら
に
先
生
方
と
患
者
様
の
信

頼
関
係
も
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
今
年
度
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
地
域

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
名
称
を
「
さ

ら
し
な
ネ
ッ
ト
」
と
し
、
約
30
の
医

療
機
関
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
25
医
療
機
関
の
参
加
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

当
院
の
地
域
連
携

    

当
院
の
地
域
連
携
は
、
地
域
医
療

連
携
課
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

し
の
の
い
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
課
は
、
医
療
連
携
・

医
療
相
談
室
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
分
か
れ
、
看
護
師
２
名
・
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
５
名
・
事

務
４
名
の
多
職
種
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

７
名
の
看
護
師
が
専
属
で
訪
問
看
護

を
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
、

地
域
の
先
生
方
・
各
介
護
福
祉
施
設

と
の
連
携
窓
口
、
紹
介
状
・
逆
紹
介

状
の
対
応
、
退
院
支
援
・
入
所
支
援
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
在
宅
介
護
に

関
す
る
相
談
、
地
域
の
高
齢
者
の
相

談
窓
口
・
訪
問
看
護
等
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
院
内
・
地
域
の
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、「
患
者

本
位
の
医
療
の
実
践
に
努
め
る
」
と

い
う
病
院
理
念
の
下
、
地
域
の
皆
様

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

利用者認証
カルテ参照
レントゲン・CT・MRI 参照
検査結果参照　　　　
　　　　　　　など

利用者認証
カルテ参照
レントゲン・CT・MRI 参照
検査結果参照　　　　
　　　　　　　など

電子カルテ
システム

地域連携
サーバー

患者紐つけ
セキュリティー
システム

ネットワーク
IPsecVPN
（暗号化）

紹介・患者様同意書

紹介・患者様同意書

篠ノ井総合病院地域医療連携システム『さらしなネット』イメージ

かかりつけ医

かかりつけ医

篠ノ井総合病院

住まい

医療 介護

生活支援・介護予防

■在宅系サービス
・訪問介護・訪問看護・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・２４時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
　　（小規模多機能型居宅介護+訪問看護）
　　　　　　　　　　　　　　など
■介護予防サービス

■施設・居宅系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知賞共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

自宅
サービス付き高齢者向け住宅　など

いつまでも元気に暮らすために

老人クラブ・自治会
ボランティア・NPO　など

かかりつけ医

急性期病院
回復期病院等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

病気になったら・・・ 介護が必要になったら・・・

相談業務や介護サービスの
調整を行います。

地域包括ケアシステムの姿

通院・入院 通所・入所

2

3

3

4

4

さらしなネット当院地域医療連携課の主な業務
地域の医院・病院との連携
退院に向けての支援
医療・福祉に関する相談
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　緩
和
ケ
ア
と
は…

？

　
　
緩
和
ケ
ア
と
は
、
重
い
病
を
抱
え

る
患
者
様
や
そ
の
家
族
一
人
ひ
と
り

の
身
体
や
心
な
ど
の
様
々
な
つ
ら
さ

を
和
ら
げ
、
よ
り
豊
か
な
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
え
て
い

く
ケ
ア
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日

本
緩
和
医
療
学
会
に
よ
る
『
市
民
に

向
け
た
緩
和
ケ
ア
の
説
明
文
』）
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
患
者
様
や
家

族
は
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
、
治

療
の
経
過
、
あ
る
い
は
再
発
や
転
移

が
わ
か
っ
た
時
な
ど
様
々
な
場
面
で

つ
ら
さ
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
で
は
患
者
様
と
ご
家
族
が

自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
医

学
的
側
面
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
幅
広
い
対
応
を
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
緩
和
ケ
ア
を
受
け
る

と
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す

◯
が
ん
治
療
中
に
経
験
す
る
苦
痛
を

伴
う
症
状
（
吐
き
気
、
嘔
吐
、
痛
み
、

倦
怠
感
な
ど
）
が
緩
和
さ
れ
、
が
ん

治
療
に
取
り
組
む
力
が
湧
い
て
き
ま

す
。

◯
患
者
様
や
ご
家
族
の
不
安
や
心
配

事
な
ど
、
心
の
つ
ら
さ
を
和
ら
げ
る

た
め
に
緩
和
ケ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
が
お

手
伝
い
し
ま
す
。

　
　「
医
療
用
麻
薬
」
の
誤
解

　
緩
和
ケ
ア
で
は
、
痛
み
を
取
り
除

く
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
ま
す
。

痛
み
は
、
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る

症
状
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
緩
和
ケ

ア
を
受
け
る
権
利
は
、
誰
に
で
も
あ

る
の
で
す
。
痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
は
し
ば
し
ば
「
医
療
用
麻
薬
」
が

使
わ
れ
ま
す
。
医
療
用
麻
薬
は
が
ん

の
痛
み
に
と
て
も
有
効
な
薬
で
す
。

使
う
量
に
上
限
が
な
い
の
で
、
痛
み

が
強
く
な
れ
ば
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

薬
を
増
や
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
し

か
し
麻
薬
中
毒
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

医
療
用
麻
薬
を
敬
遠
さ
れ
、
痛
み
を

我
慢
し
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
医
療
用
麻
薬
は
、
痛
み
が
あ

る
状
態
で
使
用
す
る
と
、
中
毒
に
な

ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

副
作
用
に
対
し
て
も
、
様
々
な
薬
や

対
処
方
法
が
開
発
さ
れ
、
十
分
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
痛
み
に
応
じ
た
薬
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本

緩
和
医
療
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

一
部
抜
粋
）

　
　緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て

　
平
成
26
年
４ 

月
よ
り
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
毎

週
１
回
、
多
職
種
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
開
催
し
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
依

頼
の
あ
っ
た
患
者
様
に
つ
い
て
話
し

合
い
が
行
わ
れ
、
ケ
ア
す
る
ス
タ
ッ

フ
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
緩

和
ケ
ア
」
に
つ
い
て
考
え
る
タ
イ
ミ

ン
グ
は
「
早
す
ぎ
る
」
こ
と
も
「
遅

す
ぎ
る
」
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

緩
和
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、
患
者
様

の
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
、
一
緒

看護のちから

　外科病棟　澤井　睦子

　現在勤務している消化器外科病
棟では多くのがん患者様が入院さ
れおり、緩和ケアを必要とする患
者さんが多い病棟です。つらい症
状を少しでも緩和できるよう支援
し、患者様やご家族の力になりた
いと思い 2010 年に静岡県立静岡
がんセンター認定看護師教育課程
で 7 か月間の研修を受け、2011
年に緩和ケア認定看護師としての
資格を取得しました。病気など人
生における危機的な状況に直面し
苦悩している患者様・ご家族と一
緒に、その苦悩に向き合いながら
サポートしていく事ができる存在
になりたいと考えています。

認定看護師シリーズ⑤ 

緩和ケア認定看護師

WHO（世界保健機関）による緩和ケアの定義（2002 年）
　緩和ケアとは、生命を脅かす疾患による問題に直面し
ている患者とその家族に対して、痛みやその他の身体的
問題、心理社会的問題、スピリチュアルな問題を早期に
発見し、的確なアセスメントと対処（治療・処置）を行
うことによって、苦しみを予防し、和らげることでクオ
リティ・オブ・ライフ（QOL：生活の質）を改善するア
プローチである。

緩和ケアチームの構成

医師

薬剤師

看護師

精神科
医師

  管理
栄養士

患者・ご家族

ソーシャル
ワーカー

がんに伴う様々な症状を
やわらげます

がんに伴う心の問題（不安、
うつ状態など）について専
門的に支援します

痛みなどの症状をやわら
げるための薬についての
助言や指導を行います

生活面や医療費などの経済面で
の問題についてご相談を受けた
り、社会的サービスや在宅医療
を受けるための支援を行います

食事の献立や味付けの工夫など
の助言などを通じて、食生活に
関わる問題に対応します

緩和ケアに関する専門的な
知識や技術を持つ認定看護
師などが支援します

に
考
え
、
納
得
で
き
る
選
択
を
す

る
た
め
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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ケ
ア
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一
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と
り
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つ
ら
さ
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。

緩
和
ケ
ア
で
は
患
者
様
と
ご
家
族
が

自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
医

学
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面
で
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ま

す
。
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受
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あ
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が
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取
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。
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た
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タ
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。

　
　「
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療
用
麻
薬
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の
誤
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取
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コ
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。
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。
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。
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と
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す
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。
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
遺
伝
性
乳
が

ん
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
乳
房

Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
早
期
発
見
に
有
効
で
あ
る

と
い
う
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

■
が
ん
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
が
ん
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
特

定
の
が
ん
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
無

症
状
の
人
に
が
ん
の
存
在
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
検
査
で

す
。
こ
れ
か
ら
乳
房
ド
ッ
ク
な
ど
へ

の
検
討
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
い
て
も
ト

モ
シ
ン
セ
シ
ス
と
い
う
新
技
術
で
病

巣
を
よ
り
明
確
に
表
示
が
で
き
る
装

置
も
で
て
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
限
ら
れ
た
施
設
で
し
か
使
用

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
乳
房
専
用
Ｐ

Ｅ
Ｔ（
Ｐ
Ｅ
Ｍ
）
と
い
う
微
小
乳
が

ん
の
検
出
が
で
き
る
装
置
も
開
発
さ

れ
、
再
発
が
ん
の
発
見
や
手
術
計
画

に
お
け
る
乳
が
ん
の
広
が
り
診
断
の

可
能
性
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
多
く
の
検
査
が
あ
り
ま

す
が
総
合
的
に
画
像
診
断
を
行
い
、

診
断
と
治
療
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
き

ま
す
。

■
精
密
検
査

　
精
密
検
査
の
現
場
で
は
、
問
診
、

視
触
診
に
続
き
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
前
回
の
撮
影
の
追
加
撮
影
と
し
て

拡
大
撮
影
や
圧
迫
ス
ポ
ッ
ト
撮
影

な
ど
も
含
み
ま
す
）
と
乳
房
超
音

波
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
近
年
は
、

こ
こ
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
所
見

に
よ
っ
て
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
も
考
慮

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
あ
と
さ
ら
に
検
査
が
必
要

と
さ
れ
た
場
合
、
超
音
波
あ
る
い

は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
画
像
で

確
認
し
な
が
ら
の
針
生
検
や
穿
刺

吸
引
細
胞
診
が
実
施
さ
れ
病
理
診

知

豆
知
識

つ
て

お
き
た
い

⑦

診
療
放
射
線
科

丸
山
と
き
子

科
長
代
理

断
（
が
ん
細
胞
の
有
無
の
診
断
）

に
な
り
ま
す
。

■
乳
房
超
音
波
検
査

　
精
密
検
査
で
必
須
と
さ
れ
る
乳
房

超
音
波
検
査
で
は
、
超
音
波
を
出
す

セ
ン
サ
ー
を
あ
て
、
は
ね
か
え
っ
て

く
る
音
波
を
画
像
化
し
ま
す
。
数
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
手
に
ふ
れ
な
い
し
こ

り
が
わ
か
り
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で

は
わ
か
り
ず
ら
い
乳
腺
密
度
の
高
い

若
年
の
方
に
有
効
で
す
。Ｘ
線
被
ば

く
が
な
い
の
で
妊
娠
中
で
も
検
査
が

可
能
で
す
。

　
超
音
波
検
査
は
各
種
の
表
示
方
法

が
あ
り
ま
す
。
カ
ラ
ー
ド
ッ
プ
ラ
法

で
は
、
血
行
動

態
を
表
示
し
病

変
の
良
悪
性
の

評
価
も
可
能
で

す
。

　
ま
た
エ
ラ
ス

ト
グ
ラ
フ
ィ
と

い
う
手
技
で
は

腫
瘤
性
病
変
と

周
囲
の
硬
さ
を

相
対
的
に
比
較

で
き
、
よ
り
確

実
な
情
報
が
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
乳
房
Ｍ
Ｒ
Ｉ

　
乳
房
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
乳
房
専
用
の

コ
イ
ル
に
う
つ
伏
せ
に
寝
て
行
い

ま
す
。
撮
影
条
件
を
か
え
て
画
像

の
調
整
が
で
き
、
縦
横
斜
め
な
ど

任
意
の
方
向
か
ら
画
像
を
え
る
こ

と
が
で
き
、
両
側
乳
房
全
体
を
客

観
的
に
評
価
可
能
で
す
。
精
密
検

査
や
術
前
診
断
、
術
後
検
査
、
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
様
々
な
利

用
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
の
日
本
乳
癌
学
会

知っておきたい豆知識　診療放射線科⑦

乳
腺
領
域
の
画
像
診
断
（
そ
の
２
）

①

前回お話した乳がん検診後の二次検診
（精密検査）としてどのような検査が
行われるのか各種画像診断の現状と進
歩をお話します。

左右
右

石灰化

石灰化

腫瘤

左

左

右

乳房MR

超
音
波
検
査
画
像
（
上:

腫
瘤
　
　中:

石
灰
化
　
　
　下
：
カ
ラ
ー
ド
ッ
プ
ラ
）

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
画
像
（
上:

腫
瘤
　
　
　下
：
分
析
画
像
）
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き
、
縦
横
斜
め
な
ど

任
意
の
方
向
か
ら
画
像
を
え
る
こ

と
が
で
き
、
両
側
乳
房
全
体
を
客

観
的
に
評
価
可
能
で
す
。
精
密
検

査
や
術
前
診
断
、
術
後
検
査
、
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
様
々
な
利

用
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
の
日
本
乳
癌
学
会

知っておきたい豆知識　診療放射線科⑦

乳
腺
領
域
の
画
像
診
断
（
そ
の
２
）

①
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左右
右

石灰化

石灰化

腫瘤

左

左

右

乳房MR

超
音
波
検
査
画
像
（
上:

腫
瘤
　
　中:

石
灰
化
　
　
　下
：
カ
ラ
ー
ド
ッ
プ
ラ
）

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
画
像
（
上:

腫
瘤
　
　
　下
：
分
析
画
像
）
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治療食
シリーズ

紹介レシピ
①

紹介レシピ
②

抗酸化作用のある、かぼちゃとブロッコリーを使用した一品です。
電子レンジで加熱することで、ビタミンの損失を抑えています。

鯖のごま味噌焼き

かぼちゃとブロッコリーのアーモンドサラダ

●材料（２人分）
　かぼちゃ　　　　　  200g　　　　プレーンヨーグルト  大さじ４
　ブロッコリー　　　　60g　　　　マヨネーズ　　　大さじ１
　スライスアーモンド    10g　　　　粒マスタード　　大さじ１
　　　　　　　　　　　　　　　　　塩　　　　　　  少々　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　こしょう　　　  少々

●栄養価（1 人分） 
　熱量：191kcal  　たんぱく質：5.4ｇ　脂質：8.0g　塩分：0.5ｇ　
 担当：管理栄養士　角　由香里

17

対策の食事粉症花
＜花粉症とは＞
スギなどの植物の花粉が原因となって、くしゃみ・鼻水などのアレルギー
症状を引き起こすアレルギー疾患です。
花粉症の予防・症状の緩和の為には、バランスの良い食事・規則正しい
生活習慣・疲労やストレスをためない生活を心がけることが大切です。

善玉菌を増やし、腸内環境を整えましょう

身体を温めましょう

抗酸化作用がある食品を積極的に摂りましょう

過敏性を高める刺激物質「亜硝酸塩」
が含まれている食品は控えましょう。

アルコールを控えましょう。

　花粉症対策の食事のポイント　

身体全体の免疫力を正常に保ち、花粉に対して過剰な

反応を抑えてくれます。

・食物繊維　海藻類・こんにゃく・きのこ・ごぼう・りんごなど

・発酵食品　味噌・ヨーグルト・納豆など

体温を上げることで、免疫力アップにつながります。

・身体を温める効果が期待される食材　しょうが・

　ねぎ・ごぼうなど

例）インスタント食品・ハム・ソーセージなど　

アルコールは鼻の粘膜を刺激し、

症状を悪化させます。

※ただし④⑤については、いずれも決定的な要因ではないので、

　全く摂っていけないわけではありません。

抗酸化食材には、炎症・かゆみを抑える働きがあります。

・ビタミン A　レバー・うなぎ・モロヘイヤ・人参・

　大葉　など

・ビタミン C　ピーマン・ブロッコリー・芽キャベツ・

　菜の花・いちご・柿など

・ビタミン E　アーモンド・落花生・南瓜　など

・ポリフェノール　緑茶・ココア・ぶどう・ごま　など

・DHA・EPA　まぐろ・ぶり・鯖・さんま　などA

●材料（２人分）
　鯖 60g　２切れ　（下味）酒小さじ１　醤油小さじ 1
　味噌　　　　　  大さじ１
　砂糖　　　　　  大さじ１
　酒　　　　　　  大さじ１
　すりごま（白）　大さじ１
　長ネギ　　　　  1/2 本　

●栄養価（1 人分）
　熱量：184kcal 　たんぱく質：14.5ｇ　
                                       脂質：10.0g　塩分：1.2ｇ

DHA・EPA を多く含む鯖と発酵食品の味噌を使用した１品です。

●作り方
　①鯖は酒、しょうゆで下味をつける。
　②味噌・砂糖・酒を混ぜ合わせ、すりごまも
        加えて混ぜる。
　③汁気を軽く拭いた鯖とねぎを焼く。ねぎは焼けた
　　ものから取り出し、鯖は火が通ったら②を塗って
　　再び焼き、うっすら焦げ目がついたら出来上がり。
　

●作り方　
　①ブロッコリーは小房に分ける。耐熱皿に入れてラップをし、
　　電子レンジ（500ｗ）に１分間かける。
　②かぼちゃは一口大に切り、耐熱皿に並べてラップをし、
　    電子レンジに４～５分間かける。ボウルに移して熱いうち 
        にフォークで粗くつぶし、A の半量を混ぜる。
　③フライパンにスライスアーモンドを入れて、軽く色づくま
　　で煎る。
　④器に①②を盛り、残りの A をかけ、③のアーモンドを散らし
      て出来上がり。

ビタミンＡ

point1

point2

point3

point4

point5
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憩
い
の
場
が
暗
い
？

憩
い
の
場
が
夕
方
に
な
る
と
と
て
も
暗

い
の
で
、
照
明
を
た
く
さ
ん
付
け
て
く
だ
さ
い
。

日
曜
日
も
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
　

　　毎
日
、
音
楽
が
流
れ
て
い
て

気
持
ち
が
落
ち
着
き
ま
す
。
日
曜
日
は
Ｂ

Ｇ
Ｍ
が
な
く
て
寂
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
流
し

て
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
日
曜
日
も
音
楽
が
流
れ
る
よ

う
に
変
更
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
音
楽

に
よ
っ
て
や
す
ら
ぎ
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
大

変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
新
病

院
で
は
増
設
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　現
在
、
授
乳
室
は
小
児
科
外
来
内
に
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ム
ツ
交
換
台
は
耳

鼻
科
外
来
前
の
女
性
ト
イ
レ
及
び
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
横
の
介
護
用
品
展
示
エ
リ
ア
内

に
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
不
明
な
際
は
お
近
く
の
職
員
に
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
。

　ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

授
乳
室

　
オ
ム
ツ
交
換
台
を

　院
内
に
、
授
乳
室
、
オ
ム
ツ
交
換
台
を

増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
照
明
を
増
設
し
ま
し
た
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

19 18

50

自己紹介　
膠原病科医長、総合診療科医長　豆原　彰

◆
私
事
で
す
が
、
こ
の
病
院
に
勤
務
し
始
め
て
か
ら
４

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
祖
母
が
１
０
０
歳
に
な

る
の
を
機
に
、
今
ま
で
勤
務
し
て
い
た
兵
庫
県
（
主
に

神
戸
）
か
ら
こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
。
長
野
市
の
患
者
様

は
全
体
的
に
温
厚
な
方
が
多
く
、
診
療
は
今
ま
で
と
比

較
し
て
や
り
や
す
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
方
で
都
会
と
比
較
し
て
、
患
者
数
に
対
す
る
医
師
数

が
少
な
く
、
個
々
の
医
師
の
負
担
の
多
さ
に
も
驚
い
て

い
ま
す
。

◆
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
私
の
体
力
が
ど
こ
ま
で
続

く
か
で
す
。
最
近
、
私
の
頭
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
私
の
年
齢
で
す
。
自
分
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
働
け
る
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
一
部
の
人
か
ら

は
時
々
、「
君
は
も
う
そ
ん
な
に
は
若
く
な
い
か
ら
あ
ま

り
無
理
は
し
な
い
方
が
い
い
よ
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
自

分
と
し
て
は
そ
れ
な
り
に
は
働
い
て
い
る
つ
も
り
で
も
、

何
で
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
か
と
反
感
を
お
ぼ
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
チ
ー
ム
と
の
契

約
が
う
ま
く
い
か
ず
、
引
退
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
あ

る
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
名
選
手
の
記
事
を

読
み
ま
し
た
。「（
チ
ー
ム
に
と
っ
て
）
あ
る
年
齢
に
達

す
る
と
フ
ィ
ー
ル
ド
で
プ
レ
イ
で
き
る

か
ど
う
か
が
最
重
要
で
は
な
く
な
る
ん

だ
。（
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
）
ま
ず

選
手
の
年
齢
が
１
番
に
注
目
さ
れ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
動
き
は
そ
の
次
に
な

る
。
ベ
テ
ラ
ン
選
手
と
契
約
を
急
ぐ

チ
ー
ム
は
い
な
い
し
・
・
・
」（
Ｎ
Ｆ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン.com

か

ら
抜
粋
）。な
る
ほ
ど
、世
の
中
は
こ
ん
な
も
の
な
ん
だ
な
。し
っ

か
り
働
い
て
も
仕
事
ぶ
り
よ
り
年
齢
が
見
ら
れ
る
時
期
が
来
る

ん
だ
な
。
こ
ん
な
実
績
の
あ
る
有
名
な
選
手
で
も
こ
う
感
じ
る

ん
だ
か
ら
、
自
分
は
な
お
さ
ら
仕
方
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
自
分
の
年
齢
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
決
し
て
自
分
の
年
齢
を
言
い
訳

に
し
て
仕
事
を
減
ら
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
な
ら
ば
尚
更
、
自
分
の
体
力
が
続
く
ま
で
頑
張
っ

て
み
よ
う
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
全
盛
期
を
過
ぎ
た
後
で
大
リ
ー
グ
に

渡
り
、
異
な
る
環
境
の
中
で
適
応
し
て
大
活
躍
し
た
黒
田
投
手

は
感
動
し
な
が
ら
見
て
い
ま
し
た
。

◆
ま
た
私
事
で
す
が
、
祖
母
は
１
０
４
歳
と
な
っ
た
現
在
で
も

自
力
で
歩
行
が
で
き
て
い
ま
す
。
年
齢
に
負
け
な
い
ハ
ッ
ス
ル

で
す
。
自
分
も
他
人
か
ら
は
見
苦
し
く
見
え
て
も
、
も
う
少
し

頑
張
っ
て
医
療
の
現
場
に
立
っ
て
い
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
、「
も
う
や
り
切
っ
た
」
と
自
分
が
思
っ
た
ら
そ
の
時
は

す
っ
き
り
引
退
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
大

好
き
な
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
観
戦
を
し
な
が
ら
１
年
を
過

ご
し
た
い
な
と

考
え
て
い

ま
す
。

医療人のコラ
ム
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来
前
の
女
性
ト
イ
レ
及
び
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
横
の
介
護
用
品
展
示
エ
リ
ア
内

に
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
不
明
な
際
は
お
近
く
の
職
員
に
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
。

　ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

授
乳
室

　
オ
ム
ツ
交
換
台
を

　院
内
に
、
授
乳
室
、
オ
ム
ツ
交
換
台
を

増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
照
明
を
増
設
し
ま
し
た
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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自己紹介　
膠原病科医長、総合診療科医長　豆原　彰

◆
私
事
で
す
が
、
こ
の
病
院
に
勤
務
し
始
め
て
か
ら
４

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
祖
母
が
１
０
０
歳
に
な

る
の
を
機
に
、
今
ま
で
勤
務
し
て
い
た
兵
庫
県
（
主
に

神
戸
）
か
ら
こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
。
長
野
市
の
患
者
様

は
全
体
的
に
温
厚
な
方
が
多
く
、
診
療
は
今
ま
で
と
比

較
し
て
や
り
や
す
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
方
で
都
会
と
比
較
し
て
、
患
者
数
に
対
す
る
医
師
数

が
少
な
く
、
個
々
の
医
師
の
負
担
の
多
さ
に
も
驚
い
て

い
ま
す
。

◆
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
私
の
体
力
が
ど
こ
ま
で
続

く
か
で
す
。
最
近
、
私
の
頭
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
私
の
年
齢
で
す
。
自
分
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
働
け
る
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
一
部
の
人
か
ら

は
時
々
、「
君
は
も
う
そ
ん
な
に
は
若
く
な
い
か
ら
あ
ま

り
無
理
は
し
な
い
方
が
い
い
よ
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
自

分
と
し
て
は
そ
れ
な
り
に
は
働
い
て
い
る
つ
も
り
で
も
、

何
で
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
か
と
反
感
を
お
ぼ
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
チ
ー
ム
と
の
契

約
が
う
ま
く
い
か
ず
、
引
退
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
あ

る
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
名
選
手
の
記
事
を

読
み
ま
し
た
。「（
チ
ー
ム
に
と
っ
て
）
あ
る
年
齢
に
達

す
る
と
フ
ィ
ー
ル
ド
で
プ
レ
イ
で
き
る

か
ど
う
か
が
最
重
要
で
は
な
く
な
る
ん

だ
。（
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
）
ま
ず

選
手
の
年
齢
が
１
番
に
注
目
さ
れ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
動
き
は
そ
の
次
に
な

る
。
ベ
テ
ラ
ン
選
手
と
契
約
を
急
ぐ

チ
ー
ム
は
い
な
い
し
・
・
・
」（
Ｎ
Ｆ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン.com

か

ら
抜
粋
）。な
る
ほ
ど
、世
の
中
は
こ
ん
な
も
の
な
ん
だ
な
。し
っ

か
り
働
い
て
も
仕
事
ぶ
り
よ
り
年
齢
が
見
ら
れ
る
時
期
が
来
る

ん
だ
な
。
こ
ん
な
実
績
の
あ
る
有
名
な
選
手
で
も
こ
う
感
じ
る

ん
だ
か
ら
、
自
分
は
な
お
さ
ら
仕
方
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
自
分
の
年
齢
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
決
し
て
自
分
の
年
齢
を
言
い
訳

に
し
て
仕
事
を
減
ら
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
な
ら
ば
尚
更
、
自
分
の
体
力
が
続
く
ま
で
頑
張
っ

て
み
よ
う
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
全
盛
期
を
過
ぎ
た
後
で
大
リ
ー
グ
に

渡
り
、
異
な
る
環
境
の
中
で
適
応
し
て
大
活
躍
し
た
黒
田
投
手

は
感
動
し
な
が
ら
見
て
い
ま
し
た
。

◆
ま
た
私
事
で
す
が
、
祖
母
は
１
０
４
歳
と
な
っ
た
現
在
で
も

自
力
で
歩
行
が
で
き
て
い
ま
す
。
年
齢
に
負
け
な
い
ハ
ッ
ス
ル

で
す
。
自
分
も
他
人
か
ら
は
見
苦
し
く
見
え
て
も
、
も
う
少
し

頑
張
っ
て
医
療
の
現
場
に
立
っ
て
い
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
、「
も
う
や
り
切
っ
た
」
と
自
分
が
思
っ
た
ら
そ
の
時
は

す
っ
き
り
引
退
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
大

好
き
な
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
観
戦
を
し
な
が
ら
１
年
を
過

ご
し
た
い
な
と

考
え
て
い

ま
す
。

医療人のコラ
ム
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topics　1 月～ 3月　主な出来事

　　　topics
1月～ 3月　主な出来事1 月から温泉宿泊付き

人間ドックを開始しました
戸倉上山田温泉『笹屋ホテル」にご宿
泊いただく通院 2 日ドックが１月５日
よりスタートしました。
宿泊された多くの方から「良い温泉だっ
た」「来年も是非利用したい」といった
感想が寄せられ、好評でした。
また、「病院での宿泊でも料理がおいし
かったので、そのままでも良かった」
と言うご意見も頂戴しました。

職員のスキルアップを目的に緩和ケア
講演会を開催しました。今回は「看取っ
た事看取れなかった事」と題し復元納
棺師笹原留以子さんにご講演頂きまし
た。笹原さんは東日本大震災直後の被
災地でボランティアとして 300 体以上
の納棺をされました。今回、当時の活
動のお話をしていただき、あらためて
職員一同「死」について考えさせられ
ました。

病院運営委員会を開催　1/15
当院は、診療圏内のＪＡ・行政代表・
住民代表および学識経験者や市議会議
員等を構成員とし、公的病院として適
正な病院運営を行い、経営改善、患者
サービス向上の推進を目的とした運営
委員会を年 1 回開催しています。

院内 QC 発表大会　1/24

緩和ケア講演会を開催　1/27

JA グリーン長野女性部より寄付　2/18

小児救急充実研修会を開催 2、3 月

当院では各職場で QC サークル活動を
行っています。QC とは QualityControl
の略でサービスの品質、職場環境、安全
などの向上を目的とします。
QC サークルの活動を通し、日常業務の
大小さまざまな課題をクリアし、少しで
も患者様が安心できる病院を目指してい
ます。

更級医師会・千曲医師会の医師および
当院職員を対象に当院小児科医による
小児救急充実研修会を開催しました。
今年度は 2 月に「脳炎・脳症について」
3 月に「川崎病について」と題し開催
しました。
当院では両医師会と協力し急病セン
ターを設置しており、小児救急の充実
を目的に年 2 回開催しています。

JA グリーン長野女性部篠ノ井総支部・
川中島総支部様より、寄付金を頂戴し
ました。これは JA 祭での収益金の一部
を地域貢献に役立てたいと、当院に寄
付していただいたものです。木村院長
は「患者様のために有効に使わせてい
ただきます。」と感謝の言葉を述べ、目
録を受け取りました。

※今回の寄付金で車椅子などを購入さ
　せていただく予定です。

笹屋ホテル大浴場
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topics　1 月～ 3月　主な出来事お知らせ

テレビ信州「ゆうがた Get!」に当院循環
器 内 科 医 師 と 理 学 療 法 士、管 理 栄 養 士 の
３名が出演しました。 番組では、「しって
お き た い コ レ ス テ ロ ー ル・中 性 脂 肪」と
題 し て、循 環 器 内 科 医 師 が 解 説 を 行 い ま
し た。 ま た 理 学 療 法 士 が 正 し い 運 動 の 方
法 を 説 明 し ま し た。当 日 の ス タ ジ オ に は
管 理 栄 養 士 が 生 出 演 し、番 組 出 演 者 の 食
事 に つ い て コ メ ン ト し、ど の よ う な 食 事
が良いかを解説しました。

テレビ信州に当院職員が出演　3/3

本館棟引取式　3/2

院内研究発表会を開催　2/28

建築委員会を開催し、当院南側に建設し
ていた新棟（名称：本館棟）の引取式を
行いました。施設内を回り各設備の確認
をし、その後、竣工書類の受け渡しが行
われました。今後も、南棟改装・現本館棟・
東棟解体など第 1 期工事は平成 29 年 10
月まで続き、地域住民の方々にはご迷惑
をおかけしますが、ご理解ご協力をお願
いいたします。

院内研究発表会は、看護部、コメディカ
ル部門・事務部門が参加し毎年 1 回行っ
ています。私達は、専門職として、医療
知識を深め、技術の向上のため研究に取
り組むことが求められています。
院内研究発表会は盛況のうち無事に終了
しました。今回は全体で 22 事例の研究
発表があり、多くの聴衆が参加し、スタッ
フの関心の高さが伺えました。他部署の
業務・活動内容を知ることができ、今後
の業務の円滑化や連携の強化に役立てて
いきたいと思います。

　
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
。
皆
様
、
新
年
度
を
迎
え
気
持
ち

も
新
た
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
当
院
で
は
３
月
に
新
棟
の
引
き
取

り
、
竣
工
祭
や
内
覧
会
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
今
号
が
発
行
さ
れ
る
４

月
に
は
、
新
棟
へ
の
引
越
し
準
備
な

ど
５
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
あ
わ
た
だ

し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
は
新
し
く
な
り
、
ハ
ー
ド
面

は
充
実
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
患
者

様
の
期
待
に
答
え
、
満
足
い
た
だ
け

る
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
職
員
一

同
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｊ
・Ｍ
）

編
集
後
記

採
用
情
報

看
護
師

助
産
師

保
健
師

職
種

応
募
条
件

看
護
学
生
向
け

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ご
案
内

予約制

保険適用されます

口腔外科　平成 27年 5月より外来診療開始

診療日　毎週月曜日
14：00 ～ 予約制となります。

ご希望の方は内科外来までご相談ください。

ニコチン依存症と診断され、
一定条件を満たす方で、当外
来を受診される場合は保険適
応となります。

　●ニコチン依存症と診断された方
　●１日の喫煙本数×喫煙年数が 200 以上の方
　●すぐに禁煙したいと思っている方
　●禁煙治療に文書で同意された方

そろそろ、やめてみませんか？

○
正
規
職
員

　
　
有
資
格
者

　
　
夜
勤
勤
務
が
出
来
る
方

　
　
経
験
者
歓
迎 

○
非
正
規
職
員

　
　
有
資
格
者

　
　
経
験
者
歓
迎

　
当
院
で
は
、
看
護
学
生
を
対
象
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
病
院
見

学
を
行
っ
て
い
ま
す
。
病
院
の
雰
囲

気
や
看
護
の
実
際
を
ご
自
分
の
目
で

確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳細は当院ホームページをご覧ください。
ご不明な点は下記連絡先にお問合せください。

篠ノ井総合病院
人事課　採用担当宛
〒381-2221
長野市篠ノ井会 666-1

TEL：026-292-2261
E-mail  shinogaf@grn. janis .or . jp

病
院
祭

　「
あ
い
ま
つ
り
」
　
　

　
　
　
　開
催
に
つ
い
て

　
例
年
４
月
に
開
催
し
、
多
く

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
い

ま
す
「
病
院
祭
あ
い
ま
つ
り
」

で
す
が
、
今
年
度
は
新
棟
オ
ー

プ
ン
準
備
等
の
た
め
、
開
催
予

定
を
７
月
に
遅
ら
せ
て
準
備
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
方

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

禁煙外来 はじめました

適
用
条
件

・診療体制　　口腔外科医師２名　完全予約制
・診療内容　　難抜歯、口腔外傷、入院患者歯科治療、手術後の口腔ケア、口腔内腫瘍
・診察日　　　月～金、第 1・4 土曜日
・受付時間　　午前 8:00 ～ 11:30
・診療時間　　午前 9:00 ～
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建築委員会を開催し、当院南側に建設し
ていた新棟（名称：本館棟）の引取式を
行いました。施設内を回り各設備の確認
をし、その後、竣工書類の受け渡しが行
われました。今後も、南棟改装・現本館棟・
東棟解体など第 1 期工事は平成 29 年 10
月まで続き、地域住民の方々にはご迷惑
をおかけしますが、ご理解ご協力をお願
いいたします。

院内研究発表会は、看護部、コメディカ
ル部門・事務部門が参加し毎年 1 回行っ
ています。私達は、専門職として、医療
知識を深め、技術の向上のため研究に取
り組むことが求められています。
院内研究発表会は盛況のうち無事に終了
しました。今回は全体で 22 事例の研究
発表があり、多くの聴衆が参加し、スタッ
フの関心の高さが伺えました。他部署の
業務・活動内容を知ることができ、今後
の業務の円滑化や連携の強化に役立てて
いきたいと思います。

　
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
。
皆
様
、
新
年
度
を
迎
え
気
持
ち

も
新
た
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
当
院
で
は
３
月
に
新
棟
の
引
き
取

り
、
竣
工
祭
や
内
覧
会
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
今
号
が
発
行
さ
れ
る
４

月
に
は
、
新
棟
へ
の
引
越
し
準
備
な

ど
５
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
あ
わ
た
だ

し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
は
新
し
く
な
り
、
ハ
ー
ド
面

は
充
実
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
患
者

様
の
期
待
に
答
え
、
満
足
い
た
だ
け

る
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
職
員
一

同
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｊ
・Ｍ
）

編
集
後
記

採
用
情
報

看
護
師

助
産
師

保
健
師

職
種

応
募
条
件

看
護
学
生
向
け

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ご
案
内

予約制

保険適用されます

口腔外科　平成 27年 5月より外来診療開始

診療日　毎週月曜日
14：00 ～ 予約制となります。

ご希望の方は内科外来までご相談ください。

ニコチン依存症と診断され、
一定条件を満たす方で、当外
来を受診される場合は保険適
応となります。

　●ニコチン依存症と診断された方
　●１日の喫煙本数×喫煙年数が 200 以上の方
　●すぐに禁煙したいと思っている方
　●禁煙治療に文書で同意された方

そろそろ、やめてみませんか？

○
正
規
職
員

　
　
有
資
格
者

　
　
夜
勤
勤
務
が
出
来
る
方

　
　
経
験
者
歓
迎 

○
非
正
規
職
員

　
　
有
資
格
者

　
　
経
験
者
歓
迎

　
当
院
で
は
、
看
護
学
生
を
対
象
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
病
院
見

学
を
行
っ
て
い
ま
す
。
病
院
の
雰
囲

気
や
看
護
の
実
際
を
ご
自
分
の
目
で

確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳細は当院ホームページをご覧ください。
ご不明な点は下記連絡先にお問合せください。

篠ノ井総合病院
人事課　採用担当宛
〒381-2221
長野市篠ノ井会 666-1

TEL：026-292-2261
E-mail  shinogaf@grn. janis .or . jp

病
院
祭

　「
あ
い
ま
つ
り
」
　
　

　
　
　
　開
催
に
つ
い
て

　
例
年
４
月
に
開
催
し
、
多
く

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
い

ま
す
「
病
院
祭
あ
い
ま
つ
り
」

で
す
が
、
今
年
度
は
新
棟
オ
ー

プ
ン
準
備
等
の
た
め
、
開
催
予

定
を
７
月
に
遅
ら
せ
て
準
備
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
方

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

禁煙外来 はじめました

適
用
条
件

・診療体制　　口腔外科医師２名　完全予約制
・診療内容　　難抜歯、口腔外傷、入院患者歯科治療、手術後の口腔ケア、口腔内腫瘍
・診察日　　　月～金、第 1・4 土曜日
・受付時間　　午前 8:00 ～ 11:30
・診療時間　　午前 9:00 ～



【病院理念】　私たちは、厚生連理念にのっとり患者本位の医療の実践に努めます

ＪＡ長野厚生連

篠ノ井総合病院
日本医療機能評価機構認定病院・臨床研修指定病院
　　　　　　　http://shinonoi-ghp.jp
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